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JP－MIRAI 設立５周年記念イベント

『これからの外国人労働者の受入れを考える』

多文化共生を通じた
持続可能な地域社会を目指して

202６.１.１６

鈴鹿市長 末 松 則 子
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１ 多様性あふれる都市・すずか 
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✓ 鈴鹿市の外国人人口の推移（各年12月末現在）

✓ 国籍別人口割合の推移（各年12月末現在）
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２ 鈴鹿市の多文化共生推進の取組

✓ 基本理念

互いの文化的違いを認め合い、

誰もが生き生きと暮らせる多文化共生のまちづくり

✓ 推進する施策

・ 円滑なコミュニケーション支援の促進

・ 安心して暮らせる環境づくり

・ 多文化共生の地域づくり
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現場の声を「国の制度」へ
～「労働者」としてではく、共に暮らす「生活者」として～
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✓ 特定技能制度及び育成就労制度に関する有識者会議

✓ 外国人集住都市会議

▲外国人集住都市会議SUZUKA2021
（2022年１月２８日）

▲関係省庁への提言
（左写真／総務省、右写真／経済産業省）

・ 2022年12月～2023年11月 

「技能実習制度及び特定技能制度の在り方に関する有識者会議」

・ 2025年２月～

「特定技能制度及び育成就労制度の基本方針及び分野別運用方針

に関する有識者会議｣ 
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誰もが「住んでよかった」と実感できる都市・すずかへ

▲国際交流フェスタ「わいわい春まつり」
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